
令和８年度 校長よりメッセージ『竜北生、Ｇｏ‼』（竜北生の皆さん・保護者の皆様へ⑨） 

「修学旅行」へＧｏ‼ 

 

５月１９日（火）から２１日（木）の三日間で、『蕾～みんなの想いで花を咲かせる修

学旅行～』へ行ってきました。行先は憧れの大都会、横浜＆東京です。 

振り返れば、昨年度末に２年生の「学年集会」で、私は次のような話をしました。 

「一蓮托生」という言葉があります。「結果が良くても悪くても、仲間と最後まで運命を共にし、

一緒に行動する」という意味です。皆さんには素敵な仲間がいます。名古屋分散学習を立派にや

り遂げてくださいね。私は職員室で留守番だそうです。２学年主任の命令です。哀し過ぎます。 

現・竜北３年生の皆さんは、仲間と運命を共にし、３月の「名古屋分散学習」を見事

に成功させ、修学旅行へと繋げました。私も、今回は「留守番」を命じられることなく、

どきどきしながら開いた修学旅行のしおりにも、きちんと名前が載っていました！ 

それでは、毎年恒例の『秘密の修学旅行日記』です。特別に少しだけお見せします。 

○ 朝の集合場所は交番の真正面、理由もなく緊張します。しかし、これをやらない限り、修学

旅行が始まりません。元気な「竜北３年生、修学旅行へＧｏ‼」で出発です。交番の扉が開くこ

ともなかったことから、ついに「竜北生、Ｇｏ‼」が世間に公認されたのですね。 

○ 新幹線は独り席だったはずが、３人席に替わっていてよかったです。近くの席の竜北生から

トランプやＵＮＯに誘われても勝利できるよう、ひたすら運気を高めていました。なぜか、そ

のまま何も起こらず、「新横浜駅」に到着してしまいました。あっという間の２時間……。 

○ 私は昔から、「海が似合う爽やかな男」と言われています。今回も海に誘われ、山下公園のベ

ンチで３時間半ほど独り潮風に吹かれていました。夕方、私の完璧な変装を見破って近付いて

きた爽やか男子班から、ついにトランプに誘われましたが……。なぜ青空の下でトランプ？ 

○ 竜北生に聞くと、「ホテルの部屋が楽しみ！」という声が多くありました。きっと、恒例の「恋

バナ」で盛り上がるのでしょう。「ふうん、そうか」「いいよなあ」……、初日は「ダブル」で

２日目は「ツイン」の部屋なのに、話し相手はテレビのみ。「恋バナ」仲間に入れてください。 

○ 多くのグループが「一緒に撮りましょう」と写真撮影に誘ってくれまし

た。真剣に嬉しかったです。もちろん、私は最高に爽やかな笑顔で応じま

した。お互いに、「プライスレス」な１枚になりましたね。右の写真、私が

中学生に囲まれてしまったように見えますが、違いますからご安心を！ 

○ 「ＴＤＳ」では、竜北生の安全を願い、アラビアンコーストの本部で４

時間過ごしました。しかし、驚くほど竜北生の姿を見掛けませんでした。

きっと、２万マイルの海の底や地球の中心部、または失われた古代文明へ

と迷い込んでしまったのでしょう。と思ったら、ショップで発見しました。 

○ 帰りの三河安城駅では、保護者の皆様が早くから出迎えに来てくださいました。私目当ての

人は誰もいないと分かっていますが、ハワイ帰りの芸能人かイタリア帰りのオリンピック選手

になった気分でした。いや、１割ぐらいは、私が目当てだったかも……。妄想でした。 

三日間も酷使したために、ぼろぼろになった私のしおりです。大好きな

竜北３年生の皆さんと、素敵な時間を共にして、忘れられない想い出を創

ることができました。ありがとうございました。この経験を生かし、今後の

「竜北ライフ」においても、一人一人の「花」を咲かせてください。私も私

らしく、可憐なカスミソウのごとくひっそりと咲きたいと思っています。 

さすが、「竜北中の顔」でしたね。「竜北３年生、Ｌｏｖｅ‼」 

 

三日間、大切なお子様をお預かりしました。すでに、たくさんのお土産と土産話を受け

取ってくださったことと思います。各家庭のご理解とご協力に、心より感謝いたします。 

 

（令和８年５月２７日） 

校長 尾﨑 淳一 


